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交際費 について
消 費生 活が向上 して､都市 と農 村の差 が な

くなってまい りま した｡農村において も､年

と共 に､冠姉葬祭 などがはでになって きま し

たが農家 のみ なさま方の生摘草では､交際費

はおい くら位 になってお りますで しょ うか｡

家計簿の決算 をす るたびに予算 を超過 して

はないで しょ うか｡農村の現 金収 入の最 も大

きなものである砂糖 きびの価格 の値下 りは､

皆 さまの生浦 にどの よ うに影響 を与 えてい る

で しょ うか｡私 どもは､収 入が増 えることに

よる生活の豊 かさと同時 に､生活全般 にわた

って無駄 を省 き､合.叩化 を計 ることによ り､

収 入増加 にあたいす るほ どの効果 を期待 す る

ことがで きます.浪韓 を省 き悠活JLtとの再検討

をす ることによって､底 力のある業斤しい生.i舌

方針 を~((.てて進 まねばならか ､時だ と思います

方針 を<Lてて進 まねばならない時 だと思 いま

す｡

そこで生 活伐中､股 も節約 Lたし､費 目の一

つに交際費 があげ られ ます｡ この春 もまた､

卒業祝 ､入学 ､結婚祝 などと出費が屯み ます｡

その中で も贈 答 について考 えてみ ま しょ う｡

私 どもが社会生活 を常 むために交際 は大切 な

ことですが､そのために無′駄 な支 出 を し､巌

も大事 な家族 の生活守一iに しわよせが きては困

ります｡

交際費には､

(t)贈答費--社交 のための贈答 ､病気 ､災

(5)

書見舞 ､入学 ､結婚 ､出産祝 ､銭別 ､香典 な

ど｡

(2)その他 の交際十･--来客の接待 費､祭礼

費､職 業費 ､名刺代 などがあ ります｡では次

に､自分 自身 に 3つの質問 を出 して､ それに

答 え られた ら､自分のや るべ きことがは っき

りす る事 と思 います｡

(1)わた しは余 りに も外見 にのみ走 りす ぎ､

奪修 に流 れてはいないで しょ うか｡

(2)わた しは封建的 なlE.活習慣 に Lぼ られす

ぎてはないで しよ うか｡

(3)わた しは虚礼廃止 に強 くふみ出す勇気 に

欠 けてはないで しょ うか｡

贈答の基本精神

贈 答 とい うことは､ ｢儀礼 と して人 に物品

を贈 った り､その返礼 を受 け ること｣ と云 わ

れてお ります｡贈 られたな らば それに答 える

もの とい う慣習 があ りま した｡ けれ ども､文

明社会では､或種 の道徳 的効果 が期待 され る

にす ぎないものになってまい りま した｡欧米

では､年中行事 と して最 も大 きなク リスマス

に家族 は もとよ り､友人 とも互 に贈 物の交換

をす るよ うですが､ その他 の場合は贈 るだけ

でこれに対 す る返礼 とい う事 は､ほ とんど行

われてないよ うです｡ この方 がか えって贈 る

人の誠意 を感謝 して受 けるとい う意味 か ら合

f即 勺であると思 います｡余 りに も形式的 に ｢

受 りた らす ぐ返 す｣ が如 く､お返 しが来 るの

は贈 答の基本精神 では ないのです｡ 参考まで



に､贈答 に関す る次 の 日米 ､比較表 をごらん

下 さい｡

贈答 に関する日米比較表

贈 % 贈 盟

結 矧長 ○○ ○× 中 )t l是 ○× (⊃×

結納記念 別 是 A○ A× i1,. 閃 l長 ○× ○×

LIJ E-.1菜 ○○ ()× 送11.11展 ○○ ○○

艇 ,-I?. 日用 A○ ∠ゝ× 卒 業 用 A○ A×

お 年 l;-一足 ○× ○× 捕 J,JH炭 ○○ ○×

節 付 呆 A× 一ゝ× ｢】災 害 I米 ○○ ××

イースター用 ×A ×A 死 亡 1是 ○○ ○×

逆 鞘用 ○× ○× 帆 -TfL l岩 ○× (⊃×

備考 :O-椴 に行 われる｡△一部 に行 われる.×殆/i

ど行 われない｡千(新時代の農業相 芥大久保軟膏 より)

さて次 に私 どもの身近 かな例 をおげなが ら

望 ま しい贈答のあ り方 につ いて考 えてみま し

ょう｡

望 ま しし､贈答

(1)人の喜 び､悲 しみを共 にす る心

目上の人､友人 ､知 人 ､親戚 に対 して､常

にもっている情 は美 しい自然 の人情 といえま

しょう｡ このあ らわれが心 か らの祝 ､見舞 ､

あるいは謝意 を表 す ることになるのです｡何

れの場合にも誠意 の届 くよ うに したし､もので

す｡ し､たず らに形式 に と らわれず､品物の多

少 や､金額 を気 にす るよ うなことが ないよ う

に十分に注意 したい ものです｡

(2)身分相応の もの

誠意 を金や物 に託 して､事足 れ りとす るよ

うなことがあってほな らない と思 います｡殊

に贈 られ るものが欲 しかったもの､また必要

度 の席 い ものであったとすれば､物の大小 は

(6 )

勿論高価 なものでな くとも満足感 は大 きく､

その価値 も大 きい ものです｡

(3)商品券 もよし､

不要 なものの重 なる事 をさける贈 物 として

は大変結構 なもの と云 えま しよ う｡

(4)相手 の欲 しいものを聞 く

親 しい人 ､お聞 きして も失礼 にな らない方

-の贈 物 な ら預 め何 がは しいかを尋 ねす る

-の贈 物 な ら頚 め何 がは しいかをお尋 ねす る

ことも心 の こもった贈 物 とまた実用 をかねる

ことにな りよい事です｡

(5)中元 と才蔵

平 素疎遠 になっている目上の方 ､また友人

に対 してはせめて中元 ､才歳 の時期 にで も､

謝意 を表 わ した り､旧交 をあたためる目的 で

贈 物 をいた します｡ その場合には､自分で も

ってゆ き拶挨 す るのが誠意 のあるや り方 です｡

時折 デパー トなどか ら贈 り届 けさせ る事があ

りますが､場合 によっては失礼 になることも

あ ります か ら気 をつけま しょう｡また形式 に

と らわれずに､先方の噂好 に合 った もの､珍

ら しい ものがあった場合に､これ をお贈 りす

ることは もっと誠意 のあるや り方 と云 えま し

よう｡

(6)その他

家計 上の都合や その他 の事情 で買 った もの

が贈 れ ない場合は､手作 りの野菜 ､草花 ､漬

物､菓子 ､手芸 品 などの心のこもった贈 物 を

もってゆ き､丁重 に御拶按 ので きる串が､か

えって誠意 が届 くように思 われます｡いたず



LL,tI一･)F,均 一とか､Lr:)0仙均 一とし､う‥h-J 一的 な

交際 は反'rH-べ きr噂です｡ もつと自'托 し ='1

分の家計にたった交際 をしましよ う｡

考 えなお したし､こと

(1)お土産 を期待 しない

滋近 ､祝 の贈 物の返礼 として､台所耕具 ､

食器類 が増 えて参 りま した.贈 る人は大々､

心 をこめて遊 んだ ものであっても､受 ける側

では数多い祝の中に､同 じものが屯なること

もあってその品の帥潮 や効川 の滅 ず ることは､

残念 なことです｡私の知人でわlTR物椀が80組

1Jさ_つた例 があ ります. そこで贈 る人贈 られ る

人の梢神的 なIll了､付 目の無駄 を行 き､141･も合

flHI.rT勺なjf法 を考えたいもの です｡

(2)たらし､まわ し

昔からよくfiflかれ る話 に ｢才猫 に自分の家

か ら贈 った.I..).が幾 日か後 に､次 々とわ歳非の

役 円を果 して終 りにFl分の′家にもどって きた｣

とい う意 味のか ､贈 物 もあ ります｡ またおIE

月の年始 にい らした方が ｢お しる Lに｣ と置

いてゆかれた品物の外包 を開 けた ら､他の方

の名刺がは りつけ られてあった り致 します｡

もし､頂 きものが沢山 あった揚 合は､ ｢他 か

らの頂 きものですが大変 おい しかった もので

すか らおすそわけを｣ とお断 りして弟 L ヒげ

た方がどんなに嬉 しいことで しょ う｡

(3)訪問の際

J己来､女作 は贈 物 を好 む･rqTih竿をもっている

ので Lようか､或 は■Lrくか らの しきた りがそ

うさせた もので しょ うか｡お七権 がないと気

お くれがす るよ うでは､ どうかと思 います｡

(4)来客のもてな し

久 しく.=.-))']し/=ノ]-を心 /)､しき,こ/ij二一.i:,.･'

ば しいことで1 しかしH.･い;レー)'[-_=(.-'代を(,L＼

しめてまで来'fi'の接f!itIl.IP:-1=リー)_を J-ることは LJ

うかと想 いま-4,戊加 入のtJ三･いて, (lli･近111'<

村でも′卜1_i.T.-がはてにな り､に.人や息 (-の来′井

のたびに､ ビールの言111!ポ があ る との ･Jiで j-.J

I/#様 には､17-I.i;･';噴 けtJ:いf卸l弛′上を差 卜HfJ:I

れば､ しかも肉や飴 でなければ､叩1'･菜料)=lI･l.杏:

汁,すのは'失礼 とい うキえノ)'が まだ まだあるよ

うです｡

(5) 香典返 しは

1長い41)､ill'I;:′1--.Ll.r.'や ､ィ,'･卜､･)でさごし:-上/,イく

iI=(Ii,かかわ らず､作舛返 しを心IIL!j~ろし-)lL

ど うかと,L且いま j~ fl'榊l的 な悲 しみだ日 ぐ付i

･f/'の ところへ経済的fLl,机 までJ,.カ､H j-/)Ill

は人'JJIL;I/i--1のf綜なことです また!llH.'iLた く

もない ものですO相 T--とJI,I(二悲 しんであげ ろ

とい う内面的 な態度 の炎わJtが11.H;′卜.hr..で ≠,

っとIt千か されてほ しい 手,ので-3-

すなわち､1畑/Fな家Tji;は物 を TT_と し′二,1--f;栄

のあ りノブや､虚 礼 的 な贈答 をJ勘 卜すべ きであ

りま しょ う｡ そ して身/jy川lふな誠意 あるt,の

に変 えてゆ きたい ものです｡

家庭管理 の担 当 省と しての F.帰 は､物 ､心

両Iniの′仁清許jll工 あ らゆ る消'tlH=.i.riのむだを

れ き､合理化 を計 る責任 があ ります｡Li･も人

弔なことは日分の′家計 に相応 しい交際のあ り

方に､もつと_F_婦 の Ⅰ人 l人がn･iLi:して､l明

るく作 み よい社 会に したい t,のです｡

(新 垣 郁 代 子 )
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